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10
月
３
日

か
ら
鹿
児
島
県

の
地
域
別
最
低

賃
金
が
29
円
上

が
っ
て
時
給
７

９
０
円
に
な
っ

た
。
７
９
０
円
は
全
国
で
15
県
、

九
州
は
福
岡
県
以
外
の
全
県
同
額

▼
問
題
は
時
給
７
９
０
円
で
自
立

で
き
る
か
。
１
日
８
時
間
、
月
21

日
働
い
て
13
万
２
７
２
０
円
。
社

会
保
険
料
、
税
金
、
家
賃
、
光
熱

水
・
ス
マ
ホ
料
金
を
支
払
っ
て
、ま

と
も
な
食
事
を
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
や
趣
味
な
ど
を
楽
し
め
る
か
？

▼
東
京
都
１
０
１
３
円
、
神
奈
川

県
１
０
１
１
円
と
千
円
を
超
え

た
。
全
国
加
重
平
均
は
９
０
１
円
。

政
府
は
、
よ
り
早
期
に
全
国
加
重

平
均
千
円
を
め
ざ
し
て
い
る
。
だ

が
、
労
働
人
口
の
多
い
都
市
部
先

行
で
は
、
地
方
は
置
い
て
い
か
れ

る
。
ま
ず
め
ざ
す
べ
き
は
、
誰
で

も
千
円
以
上
だ
ろ
う
▼
県
内
で
は
、

85
％
も
の
労
働
者
の
職
場
に
労
働

組
合
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
最
低

賃
金
の
底
上
げ
は
重
要
だ
。
労
働

者
の
満
足
度
が
上
が
る
こ
と
で
、

質
の
い
い
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
▼
県
内
の
中
小
零
細
企

業
の
経
営
は
厳
し
い
の
も
確
か
と

思
う
が
、
人
へ
の
投
資
と
創
造
力

や
付
加
価
値
を
高
め
る
努
力
を
求

め
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
公
正
取
引

や
適
正
な
公
共
発
注
、
働
く
人
へ

の
住
宅
支
援
な
ど
政
治
の
力
も
必

要
だ
。
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２
０
１
９
年
度　
次
世
代
人
材
育
成
研
修
会

「
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

 

～
子
ど
も
の
〝
い
の
ち
〟
を
守
る
た
め
に
～
」

記念すべき10回目の開催‼
　
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
は
８
月
31
日
（
土
）、
パ
レ

ス
イ
ン
鹿
児
島
で
「
次
世
代
人

材
育
成
研
修
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
研
究
会
は
労
働
運
動
や
労
働

者
自
主
福
祉
運
動
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
、
76
人
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
相
談
所 

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

１
８
９
（
い
ち
・
は
や
・
く
）

中村敏博氏の講演に聴き入る参加者

　
今
回
は
、
全
国
で
も
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
「
児
童
虐
待
」

を
テ
ー
マ
に
、
鹿
児
島
県
く
ら
し
保

健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
児
童
福
祉

係
長
の
中
村
敏
博
氏
を
講
師
に
招

き
、「
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て 

～

子
ど
も
の
〝
い
の
ち
〟
を
守
る
た
め

に
～
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
演
で
中
村
氏
は
全
国
と
鹿
児
島

県
の
児
童
虐
待
の
対
応
件
数
や
児
童

虐
待
の
定
義
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
全
国
の
児
童
相
談
所
で
の
対
応
件

数
は
、
平
成
20
年
度
４
万
２
６
６
４

件
（
対
前
年
度
比
１
０
５
・
０
％
）、

平
成
30
年
度
は
そ
の
約
３
・
75
倍
に

あ
た
る
15
万
９
８
５
０
件
（
対
前

年
度
比
１
１
９
・
５
％
）
と
悪
化
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
鹿
児

島
県
の
認
定
件
数
は
、
平
成
20
年
度 

３
９
２
件
に
対
し
、
平
成
30
年
度
は

そ
の
約
３
・
87
倍
の 

１
５
１
９
件
と

な
っ
て
お
り
全
国
と
同
じ
く
大
幅
な

者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。）

の
身
体
に
対
す
る
不
法
な
攻
撃

で
あ
っ
て
生
命
又
は
身
体
に
危

害
を
及
ぼ
す
も
の
及
び
こ
れ
に

準
ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を

及
ぼ
す
言
動
を
い
う
。）
そ
の

他
の
児
童
に
著
し
い
心
理
的

外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行
う
こ

と
。

　
幼
い
子
ど
も
の
〝
い
の
ち
〟
を
守

る
た
め
に
は
虐
待
の
早
期
発
見
・
早

期
対
応
が
大
事
で
あ
り
、
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
サ
イ
ン
の
例
と
し
て
は
、「
打
撲

傷
や
内
出
血
の
跡
が
見
ら
れ
る
」「
放

課
後
帰
り
た
が
ら
な
い
」「
幼
稚
園

や
保
育
園
に
保
護
者
が
迎
え
に
来
て

も
、
駆
け
寄
っ
て
い
っ
た
り
、
お
ん

ぶ
や
だ
っ
こ
を
求
め
た
り
し
な
い
」

「
給
食
や
お
や
つ
を
む
さ
ぼ
る
よ
う

に
食
べ
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
気

づ
い
た
ら
児
童
相
談
所
や
警
察
、
市

町
村
な
ど
へ
た
め
ら
わ
ず
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
地
域
に
と
け

込
み
、
周
囲
の
状
況
を
知
っ
て
お
く

こ
と
も
大
事
で
す
。

　
最
後
に
次
世
代
人
材
育
成
研
修
会

に
際
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

講
師
の
方
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
虐
待
の
定
義
（
児
童

虐
待
防
止
法
第
２
条
）
は
、
保
護
者

（
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人

そ
の
他
の
者
で
、
児
童
を
現
に
監
護

す
る
も
の
を
い
う
）
が
監
護
す
る
児

童（
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
を
い
う
）

に
つ
い
て
次
の
行
為
を
い
い
ま
す
。

[

身
体
的
虐
待]

一
、
児
童
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、

又
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴

行
を
加
え
る
こ
と
。

[

性
的
虐
待]

二
、児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す

る
こ
と
又
は
児
童
を
し
て
わ
い

せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

[
ネ
グ
レ
ク
ト]

三
、児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を

妨
げ
る
よ
う
な
著
し
い
減
食
又

は
長
時
間
の
放
置
、
保
護
者
以

外
の
同
居
人
に
よ
る
前
二
号
ま

た
は
次
号
に
掲
げ
る
行
為
と
同

様
の
行
為
の
放
置
そ
の
他
の
保

護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し
く

怠
る
こ
と
。

[

心
理
的
虐
待]

四
、児
童
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
又

は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
、
児

童
が
同
居
す
る
家
庭
に
お
け
る

配
偶
者
に
対
す
る
暴
力
（
配
偶
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開会式で説明を聞く参加者

ハッスルプレー続出‼

熱帯魚の群れに見とれる一行

西米良村カリコポーズ大橋を
前に「はいポーズ！」

友
の
会
親
睦
旅
行
を
開
催

霧
島
支
店
友
の
会

45
人
が
元
気
に
プ
レ
ー
‼

鹿
児
島
支
店
友
の
会
鹿
児
島
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
置
支
部

　
霧
島
支
店
友
の
会
は
、
9
月
18
、

19
日
、「
日
南
海
岸
！
南
郷
グ
ラ
ス

ボ
ー
ド
！
西
米
良
村
！
海
と
山
！
」

　
友
の
会
鹿
児
島
支
部
と
友
の
会
日

置
支
部
は
９
月
17
日
、
鹿
児
島
市
都

市
農
業
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
広
場
で

秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
風
は
あ
る
も
の
の
厳
し

い
日
差
し
の
中
で
会
員
45
人
が
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。
開
会
式
は
休
憩
所

の
日
陰
で
行
わ
れ
、
前
回
の
春
季
大

会
の
優
勝
カ
ッ
プ
が
返
還
さ
れ
た

後
、
平
原
鹿
児
島
支
店
長
が
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
各
ホ
ー
ル
の
ス
タ
ー
ト

で
半
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
な
が

≪消費税率引き上げに伴う
取扱手数料改定のご案内≫

　2019年10月1日（火）に消費税率が10%
に引き上げられたことに伴い、九州ろうき
んの「取扱手数料」を改定させていただき
ました。
●改定日　2019年10月1日（火）
●�改定内容　取扱手数料の消費増税相当
分を「10%」といたします。

　�なお、円未満の端数については切捨てと
します。改定後の手数料金額に関する問
い合わせは、お近くの＜九州ろうきん窓
口＞、または、＜ホームページ：https://
kyusyu-rokin.com/＞をご覧ください。

何卒、ご理解賜りますようお願い申し上げ
ます。

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

て
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

出
る
と
ひ
と
き
わ
大
き
い
歓
声
が
上

が
る
な
ど
大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
互
い
の
健
闘
を
た
た
え
合
い
楽

し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
鹿
児
島
支
部
の
熊
野
義
人

さ
ん
が
優
勝
し
、
表
彰
式
で
来
年
春

の
開
催(
日
置
支
部
が
担
当)

を
確
認

し
、
再
会
を
期
し
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

を
テ
ー
マ
に
、
友
の
会
会
員
相
互
の

親
睦
を
一
段
と
深
め
る
た
め
に
親
睦

旅
行
を
行
い
、
25
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
伊
藤
家
５
万
１
千
石
の
飫
肥
城
下

町
は
、
武
家
屋
敷
を
象
徴
す
る
門
構

え
、
風
情
あ
る
石
垣
、
漆
喰
塀
が
残

る
町
並
み
で
ま
さ
に
江
戸
時
代
。
昼

食
の
後
、南
郷
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
は
、

美
し
茂
る
サ
ン
ゴ
の
数
々
。
色
ど
り

の
鮮
や
か
な
熱
帯
魚
の
群
れ
…
。
大

き
な
ガ
ラ
ス
越
し
に
広
が
る
水
中
風

景
は
ま
る
で
別
世
界
。
１
日
目
は
青

島
温
泉
に
宿
泊
し
、
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。
西
都
原
古
墳
群
を
見
学
後
、

「
九
州
最
大
の
水
が
め
」
と
い
わ
れ

る
一
般
水
力
発
電
で
は
九
州
最
大
の

出
力
を
誇
る
一
ツ
瀬
ダ
ム
を
一
望
し

な
が
ら
西
米
良
村
へ
。
村
に
伝
わ
る

河
童
に
似
た
伝
説
の
生
き
物
「
カ
リ

コ
ポ
ー
ズ
」
に
は
残
念
な
が
ら
出
会

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
然
に
包
ま

れ
ゆ
っ
た
り
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
五
木
村
を
経
由
し
一
路
霧

島
へ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
充
実
し

た
二
日
間
で
し
た
。
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九
州
ろ
う
き
ん
で
は
10
月
１
日
か

ら
来
年
の
４
月
30
日
ま
で
〝
特
別
金

利
　
教
育
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〟

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
庫
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
受
験

費
用
や
授
業
料
、
海
外
留
学
費
用

は
も
ち
ろ
ん
、
在
学
中
に
か
か
る

仕
送
り
の
費
用
や
生
活
費
ま
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
最
大
引
下

げ
金
利
が
、
保
証
料
込
み
で
年

１
・
９
％
か
ら
と
大
変
お
ト
ク

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
カ
ー

ド
型
」
で
ご
契
約
い
た
だ
く
と
、

ご
融
資
限
度
額
の
範
囲
な
ら
必

要
な
時
に
必
要
な
資
金
を
全
国

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
借
入
で
き
ま
す

お
子
さ
ま
の
教
育
費
を
、ろ
う
き
ん
が
応
援
�

　「
特
別
金
利
　
教
育
ロ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」展
開
中
　

来
年
４
月
30
日
ま
で

ン
の
借
換
え
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　
お
申
込
み
は
簡
単
で
便
利
な

「
ネ
ッ
ト
申
込
」
を
オ
ス
ス
メ
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
九
州
ろ

う
き
ん
窓
口
、ま
た
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告
知
の
た
め
に
、

鹿
児
島
支
店
の
積
か
お
り
職
員
が

Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
10
月
７
日
）
と
Ｋ
Ｔ
Ｓ

（
10
月
11
日
）、
鹿
児
島
県
庁
支
店

の
安
井
沙
織
職
員
が
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
10

月
３
日
）
と
Ｋ
Ｋ
Ｂ
（
10
月
11
日
）

に
出
演
し
ま
し
た
。

の
で
、
店
舗
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ

く
手
間
も
省
け
て
お
薦
め
で
す
。
現

在
、
他
行
で
ご
利
用
中
の
教
育
ロ
ーＫＫＢにて（安井職員：中央）

ＭＢＣにて（積職員）



（4）こくみん共済 coop ＜全労済＞第 707 号第 707 号
2019年10月15日2019年10月15日

日
　
　
時
：　
２
０
２
０
年
２
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
開
場
13
時
30
分　
開
演
14
時
00
分　
終
演
15
時
40
分

会
　
　
場
：　
宝
山
ホ
ー
ル
（
鹿
児
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）

入 

場 

料
：　
組
合
員
様
８
０
０
名
入
場
無
料
（
全
席
指
定
）

申
込
締
切
：　
２
０
１
９
年
12
月
６
日
（
金
）
必
着

　
鹿
児
島
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
は
２
０
２
０
年
３
月
23
日
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
と
そ
の
ご
家
族
へ
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、組
合
員

様
８
０
０
名
を
無
料
で
ご
招
待
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、下
記
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、応
募
の
締
め
切
り
は
２
０
１
９

年
12
月
６
日
（
金
）
必
着
で
、応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
２
月
２
日（
日
）開
催
！

「
音
楽
の
絵
本
」
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

組
合
員
様
８
０
０
名
無
料
ご
招
待
！

【応募締切】　
2019年12月6日㈮必着

１．郵送
＜必要事項＞を封書かハガキに記入いただき、下記ま
で郵送にてご応募ください。

＜必要事項＞
　　　①共済契約者のご氏名（フリガナ）と年齢
　　　②契約者のご住所と電話番号
　　　③申込人数　※契約者を含む5名様まで
　　　④すべての同伴者のご氏名と年齢
　　　⑤加入している共済名

２．インターネット
こくみん共済 coop 鹿児島推進本部のホームページか
らご応募ください。

※「こくみん共済 coop 鹿児島」で検索してください。

■当選者発表（入場券の発送）
入場券の発送をもって発表とかえさせていた
だきます。
※応募者多数の場合は抽選となります。
※�入場券の発送は2020年１月上旬以降を予定
しています。

■ご注意事項
この催しはこくみん共済 coop＜全労済＞の
組合員への還元コンサートです。
※�本コンサートは「こくみん共済 coop＜全
労済＞の組合員および同居のご家族（４歳
以上）を対象としております。
※�３歳以下のお子さまのご入場はご遠慮いた
だいております。
※当日の席は全席指定となります。
※�４歳以上のお子さまでも座席が必要ですの
で必ずお名前をご記入ください。

【お問い合わせ・申込先】　こくみん共済 coop＜全労済＞鹿児島推進本部　文化フェスティバル受付係
〒892-0835　鹿児島市城南町7-28
ＴＥＬ　099-226-6054　［問い合わせ受付時間］平日11時～16時（土日・祝日は休業）
※お電話での申し込みは受け付けておりません。

申込方法
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２
０
１
９
年
10
月
中
旬
～
11
月
に
か
け
て
、こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
よ
り｢

共
済
掛
金
証
明
書｣

を

ご
案
内
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。｢

共
済
掛
金
証
明
書｣

は
、｢

年
末
調
整｣

に
関
わ
る
重
要
な
証
明
書
と

な
り
ま
す
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　｢

共
済
掛
金
証
明
書｣
と
は
、１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
掛
金
を

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
契
約
に
つ
い
て
発
行
さ
れ
る
証
明
書
で
す
。

　｢

共
済
掛
金
証
明
書｣

を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
ら
、
勤
務

先
か
ら
渡
さ
れ
る｢

保
険
料
控
除
申
告
書｣
に
添
付
し
て
、勤
務
先
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※�

確
定
申
告
者
な
ど
は
、確
定
申
告
の
際
に
税
務
署
に
提
出
し
、控
除

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
勤
務
先
は
、
従
業
員
に
給
与
を
支
払
う
際
に
所
得
税
の
天
引
き
を

行
な
っ
て
い
ま
す
が
、１
年
間
の
収
入
や
所
得
が
確
定
し
な
い
う
ち
に
、

み
な
し
で
税
金
を
徴
収
す
る
た
め
、本
来
そ
の
人
が
１
年
間
に
納
め
る

べ
き
税
金
と
、そ
の
年
の
１
年
間
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
の
合
計
額

に
過
不
足
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
そ
こ
で
勤
務
先
は
、
１
年
間
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
の
合
計
額

と
、そ
の
人
が
１
年
間
に
納
め
る
べ
き
本
来
の
所
得
税
の
金
額
の
過
不

足
額
を
精
算
す
る
こ
と
を
目
的
に
、年
末
の
給
与
支
払
い
時
期
に
「
年

末
調
整
」
を
行
い
ま
す
。

　
前
述
の
「
共
済
掛
金
証
明
書
」
は
、そ
の
際
に
用
い
る
大
切
な
資
料

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
共
済
掛

金
は
、｢

生
命
保
険
料
控
除｣

や｢

地
震
保
険
料
控
除｣

の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
る
た
め
、年
末
調
整
の
際
に
手
続
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

お客様サービスセンター

10120-00-6031
※電話番号のおかけ間違いにご注意ください。
※自動音声でご案内後、担当者におつなぎします。

■共済掛金証明書の再発行を希望する場合
　マイページサービスにご登録いただくと「生命・地震保険料控除対象共済掛金証明書」の
再発行申請ができます。
　もしくは、「お客様サービスセンター」までお電話ください。

■職場の労働組合や社員会等を通じてご加入の方
　職場の労働組合や社員会などの団体を通じてご加入いただいた「団体生命共済」

「団体年金共済」などについては、所属団体の窓口にお問い合わせください。

受付時間　平日9：00～19：00
土曜 9：00～17：00
（日曜・祝日・年末年始を除く）

共
済
掛
金
証
明
書
と
は

年
末
調
整
と
は

共
済
掛
金
証
明
書
の
ご
案
内
と
年
末
調
整
に
関
し
て

保険料控除に関するお問い合わせ

生命保険料控除の対象となる共済 地震保険料控除の対象となる共済

※�こくみん共済は傷害タイプ・傷害プラスは対
象外となります。
※�ねんきん共済の税制適格タイプにご加入の方
は「個人年金保険料控除」の対象となります。

※�自然災害共済の地震等損害部分に相当する共
済掛金のみ対象となります。



睡眠で悩む人が2割以上
という現代。「睡眠外来」
カウンセラーでもある著
者が眠りをめぐる悩みに
アドバイスします。

よい睡眠で
ハッピーライフ!

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

ま
す
。

　
睡
眠
外
来
に
は
強
い
光
を
浴

び
る
光
療
法
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
寝
つ
き
の
悪
さ
が
改

善
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
日

中
の
気
分
も
よ
く
な
り
体
が
軽

く
な
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

１
日
30
分
の
散
歩
な
ど
の
軽
い

運
動
を
毎
日
続
け
る
だ
け
で
症

状
が
よ
く
な
る
人
も
い
ま
す
。

　
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
も
効
果
的

で
、
ス
ギ
な
ど
の
天
然
樹
木
か

ら
抽
出
さ
れ
た
香
気
成
分
セ
ド

ロ
ー
ル
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、

不
眠
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
て
り

や
イ
ラ
イ
ラ
も
改
善
さ
れ
た
と

い
う
研
究
結
果
が
あ
り
、
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
心
理
的
要
因
の
な
い

不
眠
が
あ
り
ま
す
。
脳
梗
塞
、

脳
出
血
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。
ス
ト
レ
ス
な
ど
思
い

当
た
る
こ
と
が
な
い
の
に
、
昼

間
ウ
ト
ウ
ト
す
る
よ
う
に
な
っ

て
夜
眠
れ
な
く
な
る
な
ど
、
睡

眠
リ
ズ
ム
の
急
激
は
変
化
が
あ

る
場
合
は
、
脳
神
経
内
科
な
ど

で
早
め
に
検
査
を
受
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
た
か
が
不
眠
と
侮
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
実
は
大
き

な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。

就
活
を
す
る
人
が
、「
す
べ
り
止

め
」
で
受
け
た
企
業
の
内
定
を
辞

退
し
た
り
、「
本
命
」
で
あ
っ
て

も
企
業
風
土
が
合
わ
な
い
と
感
じ

た
り
し
た
場
合
、
入
社
を
断
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
も
楽
し
く
記
事
を
読
ん
で
い

ま
す
。
60
歳
に
な
り
、年
金
の
こ
と
や

老
後
の
こ
と
が
現
実
味
を
帯
び
て
き

ま
し
た
。
健
康
を
宝
と
し
て
、ぼ
つ
ぼ

つ
余
裕
の
あ
る
働
き
方
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
指
宿
市
・
女
性
）

　
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
in
大
隅
、
自

然
と
歴
史
に
宇
宙
ま
で
体
感
で
き
る

り
ま
し
た
…
。（

奄
美
市
・
男
性
）

　
こ
く
み
ん
共
済
の
改
定
が
ニ
ー

ズ
に
合
っ
て
い
て
、
と
て
も
良
い

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　「
よ
い
睡
眠
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ

フ
！
」を
読
み
ま
し
た
。コ
ー
ヒ
ー

や
紅
茶
が
好
き
で
つ
い
頻
繁
に
飲

ん
で
し
ま
う
の
で
、
よ
り
良
い
睡

眠
の
た
め
に
気
を
つ
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。   

（
姶
良
市
・
男
性
）

　
女
性
の
場
合
、
生
理
時
に

一
日
中
眠
く
な
る
人
も
多
い

の
で
す
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
更
年
期
障
害

の
一
症
状
と
し
て
の
不
眠
で

す
。
閉
経
前
後
に
い
き
な
り
、

ま
っ
た
く
眠
れ
な
く
な
る
人

が
い
ま
す
。

　
体
の
ほ
て
り
や
イ
ラ
イ
ラ
、

集
中
困
難
を
と
も
な
う
こ
と

が
あ
り
、
う
つ
病
を
疑
い
精

神
科
や
心
療
内
科
を
訪
れ
る

人
も
多
く
い
ま
す
。
で
も
ま

ず
は
婦
人
科
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
治
療
法
と
し
て
は
ホ
ル
モ

ン
補
充
療
法
、
漢
方
薬
、
依

存
性
の
な
い
新
し
い
タ
イ
プ

の
睡
眠
薬
な
ど
が
利
用
で
き

⑦心理的な要因が全くない不眠

内定辞退率
　
求
職
者
が
、
企
業
か
ら
採
用
内
定

の
連
絡
を
も
ら
っ
た
場
合
も
本
人
の

都
合
で
断
る
確
率
の
こ
と
。

　
就
職
情
報
サ
イ
ト
「
リ
ク
ナ
ビ
」

を
運
営
す
る
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア

が
、
同
社
に
登
録
し
た
就
職
活
動
中

の
学
生
の
同
意
を
得
ず
に
「
こ
の
学

生
は
辞
退
し
そ
う
だ
」
と
い
う
予
測

を
企
業
に
販
売
し
て
い
た
問
題
が
明

る
み
に
出
ま
し
た
。

　「
確
実
に
入
社
し
て
く
れ
る
人
材
」

を
見
極
め
た
い
と
い
う
の
が
採
用
側

の
本
音
で
し
ょ
う
が
、
学
生
に
と
っ

て
は
理
不
尽
な
話
。

　
複
数
の
企
業
を
か
け
も
ち
し
て
、

読
　
者

か
ら
の

声

243

な
ん
て
、
と
っ
て
も
素
敵
‼

 

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
エ
フ
エ
ム
鹿
児
島
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
記
事
で
、

後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
が

鹿
児
島
県
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

い
う
結
果
に
驚
き
ま
し
た
。確
か
に
、

私
自
身
も
運
転
す
る
と
き
は
必
ず
つ

け
る
の
に
、
た
ま
に
後
ろ
の
席
に
座

る
と
き
は
、
つ
け
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
以
後
気
を
つ

け
ま
す
。 

（
出
水
市
・
女
性
）

　
先
日
、
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
て
い

る
知
人
に
会
い
ま
し
た
が
、
暮
ら
し

向
き
が
良
く
な
ら
な
い
と
い
う
話
を

聞
き
、
と
て
も
複
雑
な
気
持
ち
に
な
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に
核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万
署
名
を

実
施
し
ま
し
た
。
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連
合
大
隅
地
協
青
年
委
員
会
は
大

隅
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
と
共
催

で
８
月
17
日
（
土
）、
肝
付
町
の
笠

之
原
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
８
単
組
40
人
が
参
加
し
、

10
組
に
分
か
れ
て
チ
ー
ム
対
抗
戦
を

行
い
、
総
得
点
で
順
位
を
決
定
ま
し

た
。
な
お
今
回
、
昨
年
度
よ
り
参
加

者
は
増
え
た
も
の
の
８
割
以
上
が
自

治
労
か
ら
の
参
加
と
な
っ
た
た
め
、

文
書
に
よ
る
案
内
だ
け
で
な
く
直
接

声
掛
け
を
行
う
な
ど
周
知
方
法
の
再

検
討
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。夜
の
懇
親
会
で
27
人
が
参
加
し
、

普
段
接
す
る
機
会
が
少
な
い
参
加
者

同
士
も
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
14
日
（
土
）、
県
労
働
者
福

祉
会
館
で
「
平
和
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
、
屋
良
朝
博
衆
議
院
議
員
を
講

師
に
招
き
、「
安
全
保
障
と
沖
縄
の

米
軍
基
地
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
98
人
が
聴
講
に
訪
れ
、
屋

良
議
員
よ
り
沖
縄
に
海
兵
隊
を
中
心

と
し
た
米
軍
基
地
が
集
中
し
て
い
る

経
過
や
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
に

向
け
た
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
自
衛

隊
の
南
西
諸
島
に
お
け
る
防
衛
力
強

化
等
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

約
２
時
間
に
わ
た
る
「
平
和
の
つ
ど

い
」
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
連
合
北
薩
地
協
女
性
委
員
会
は
８

月
24
日
（
土
）、
薩
摩
川
内
市
の
九

　
奄
美
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会
は

9
月
8
日
（
日
）、
奄
美
市
住
用
町

の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
パ
ー
ク
で
奄
美
自

然
学
習
会
を
開
催
し
、
子
ど
も
を
含

む
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
参
加
者
は
奄
美
大
島
自
然

保
護
協
議
会
の
又
野
峰
誓
さ
ん
に
よ

る
絶
滅
危
惧
種
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア

　
８
月
31
日
（
土
）、
平
和
の
尊
さ

や
戦
争
の
悲
惨
さ
な
ど
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
を
目
的
に
パ
レ
ス
イ
ン
鹿
児
島

で
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
を
県
労
福
協
の

次
世
代
人
材
育
成
研
修
会
と
並
行
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
連
合
鹿
児
島
の

下
町
会
長
が
「
平
和
な
世
界
を
め
ざ

し
て
」
と
題
し
、
連
合
鹿
児
島
の
平

和
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も

「
自
然
学
習
会
」
開
催

奄
美
地
域
労
福
協

「
平
和
の
つ
ど
い
」
開
催

連
合
鹿
児
島

マングローブの中でリフレッシュ

あいさつする女性委員会・武事務局長

ユ
の
生
態
や
、
保
全
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
講
演
を
聴
い
た
後
、
施
設

内
に
あ
る
養
殖
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
学
習
会
後
は
約
1
時
間
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
原
生
林
の
中
を
探
索
す
る
カ

ヌ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
途
中

雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、
奄
美
の
雄

「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
を
開
催
！

大
隅
地
域
労
福
協

スポーツ交流会参加者の皆さん

屋良衆議院議員による講演

原爆パネル展の模様

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０

－

１い
こ
う
よ

５
４

－

０連
合
に
５
２

連
合
鹿
児
島（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
五
番
七
号
県
労
働
者
福
祉
会
館
六
階
）

連
合

原
爆
パ
ネ
ル
展
・
核
兵
器
廃
絶

１
０
０
０
万
署
名
を
実
施

連
合
鹿
児
島

「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
島
」
を
見
て

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
！

北
薩
地
域
労
福
協

州
労
働
金
庫
川
内
支
店
と
北
薩
地
域

労
働
者
福
祉
協
議
会
で
「
平
和
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
親
子
も
含
め
て
43
人
。

女
性
委
員
会
で
は
、
毎
年
同
じ
時
期

に
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た

め
の
講
演
会
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
北
方
領
土
の
色
丹
島

に
住
ん
で
い
た
方
が
、
終
戦
に
よ
る

ソ
連
軍
の
進
駐
で
島
を
追
わ
れ
た

実
話
を
も
と
に
し
た
ア
ニ
メ
映
画

「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
島
」
を
上
映
し
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
女
性
委
員
会
の
武
事
務
局

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
労
金
川
内
支
店

の
赤
星
支
店
長
か
ら
、
労
福
協
が
取

り
組
む
奨
学
金
問
題
に
つ
い
て
、
借

換
え
専
用
ロ
ー
ン
「
つ
な
ぐ
」
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
約

２
時
間
の
作
品
を
上
映
し
、
参
加
者

か
ら
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
作
品
に

つ
い
て
多
く
の
感
想
が
聞
か
れ
る
な

ど
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

大
な
自
然
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

に
核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万
署
名
を

実
施
し
ま
し
た
。
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
い
ま
人
気
の
…
…
入
り
飲
料

４
　
酉
の
市
の
縁
起
物

6
　
会
席
料
理
で
最
後
に
出
る

汁
物

7
　
力
士
の
名
前

９
　
死
ぬ
か
生
き
る
か
の
…
…

問
題

11
　
物
事
が
周
囲
に
及
ぼ
す
影

響

12
　
交
通
遮
断
で
「
…
…
の
孤

島
」
に
な
る
地
域
も

13
　
九
州
最
大
の
歓
楽
街
。
福

岡
市
博
多
区
に
あ
り
ま
す

14
　
雑
穀
の
一
種
。
団
子
に
も

15
　
昼
食
で
す

16
　
外
側
に
接
続
水
域
が
あ
り

ま
す

18
　
回
…
…
、
周
…
…
、
外

…
…

20
　
自
分
の
好
き
な
も
の
だ
け
え

ら
び
ま
し
た
。
…
…
好
み

21
　
七
五
三
と
い
え
ば

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
欠
点
で
す
ね

２
　
分
別
の
な
い
こ
と
で
す
。

…
…
気
な
い�

３
　
１
万
年
も
生
き
る
っ
て
本

当
？

４
　
危
険
な
こ
と
に
近
づ
き
ま

せ
ん

5
　
豪
華
な
こ
と
で
す

８
　
冬
の
季
語
で
す
が
、
暖
か

い

10
　
風
刺
画
の
こ
と
で
す

13
　
日
本
百
名
山
の
男
体
山
。

読
み
方
は
「
…
…
た
い
さ

ん
」

14
　
紙
を
切
り
抜
く
手
法
の
絵

画

15
　
人
類
初
の
動
力
飛
行
に
成

功
し
た
…
…
兄
弟

17
　
江
戸
時
代
の
下
級
武
士

19
　
塩
や
シ
ソ
、
蜂
蜜
、
あ
る

い
は
蒸
留
酒
で
漬
け
る
こ

と
も

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
尻
無
濵
美
樹	

福
田
み
ゆ
き

　
中
里
香
代
子	

岩
下
加
奈
子

　
酒
井
　
理
映	

米
倉
　
満
裕

　
栫
　
　
幸
一	

高
田
橋
　
悠

　
難
波
貴
美
子	

入
来
　
繁
子

　
乾
　
　
美
乃	

薬
師
　
正
人

　
朝
岡
　
芳
正	

斉
藤
　
隆
志

　
大
薗
　
正
隆	

中
原
　
裕
子

　
大
野
　
勝
一	

二
之
宮
ユ
ミ
子

　
下
薗
モ
ト
子	

松
山
美
千
代

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
９
年
11
月

６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
９
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

72
通
で
、
71
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「ショウヒゼイ（消費税）」

こくみん共済 coopは営利を目的としない保障の生協とし
て共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的と
しています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込ん
で居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各
種共済をご利用いただけます。

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

＊九州ろうきんホームページアドレス
http://kyusyu.rokin.or.jp

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）

■相談時間：午前10時～午後4時

■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など

■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料

金がかかる場合があります。


